
学
部
１
・
２
年
、
短
大
１
年
次
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
就
職
を
ゴ
ー
ル
と
し
な
い

形
で
、
社
会
人
基
礎
力
の
養
成
や
、
望
ま

し
い
就
業
観
の
醸
成
を
目
的
に
、
産
官
学

が
連
携
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
と

包
括
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
多
く
の
地
方
自

治
体
や
企
業
、
団
体
と
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
の
も
愛
知
大
学
の
強
み
で
す
。

多
彩
な
留
学
制
度
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

愛
知
大
学
は
海
外
協
定
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
世
界
的
に
広
げ
、
交
換
留
学
や
認
定

留
学
、
１
セ
メ
ス
タ
ー
認
定
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
海
外
短
期
語
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
多

様
な
留
学
制
度
を
整
え
て
学
生
の
希
望
に

き
め
細
か
く
応
え
て
い
ま
す
。
給
付
型
奨

学
金
制
度
や
、
１
年
間
留
学
し
て
も
４
年

間
で
卒
業
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
留
学
支
援
の
仕
組
み
も
整
え
て
い

ま
す
。
日
本
を
理
解
し
、
そ
れ
を
発
信
で

き
る
力
を
養
う
「
さ
く
ら
21
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
  （3）

」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

建
学
の
精
神
に
則
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

広
ひろ

瀬
せ

裕
ゆう

樹
き

学長
1995年名古屋大学法学部卒業。2002
年同大大学院法学研究科博士課程

（後期課程）満期退学。2010年愛知
大学法学部教授。11年法学部長、学
校法人愛知大学理事・評議員。18年
学長補佐。23年より現職。一般社団
法人日本私立大学連盟理事、愛知県
私立大学協会副会長、一般社団法人
大学監査協会理事などを歴任。

　わが国の海外高等教育機関として最も古い歴史を持つ東
亜同文書院を起源とする愛知大学は、「知を愛し、世界へ。」
のスローガンのもと、「世界文化と平和への貢献」「国際的
教養と視野をもった人材の育成」「地域社会への貢献」と
いう３つの建学の精神を受け継ぎ、幅広い分野で多彩な人
材を輩出してきました。
　2026年の創立80周年を機に、さらなる改革を推進し
ており、キャッチコピーの「夢よ、集え。」には愛知大学
で学ぶ学生にあらゆる「夢」を共に実現していこうという
意味を込めました。創立の地・豊橋キャンパスでは、キャ
ンパスの中心となる新棟が完成。「未来につなぐサスティ
ナブルキャンパス」の実現に向け、着々とリニューアルが
進んでいます。ますます多様で複雑化する社会の中で、世
界や地域と繋がって活躍する人材の育成に努めています。

「
夢
よ
、
集
え
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

建
学
の
精
神
を
脈
々
と
受
け
継
い
で

世
界
と
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

愛知大学
〒461-8641　愛知県名古屋市東区筒井二丁目10-31　企画部入試課　TEL 052-937-8112　https://www.aichi-u.ac.jp/

創
立
80
周
年
に
向
け

豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
を
推
進

　
「
知
を
愛
す
る
者
が
相
集
う
」
こ
と
か

ら
命
名
さ
れ
た
愛
知
大
学
は
、
２
０
２
６

年
に
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
東
亜
同

文
書
院
大
学
の
最
後
の
学
長
本
間
喜
一
ら

の
尽
力
に
よ
り
、
全
国
で
49
番
目
の
旧
制

大
学
と
し
て
愛
知
県
豊
橋
市
に
開
設
さ
れ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

本
学
は
、
学
生
、
教
職
員
が
声
高
ら
か

に
思
い
思
い
の
『
知
』
を
唱
え
、
そ
れ
ら

が
創
立
者
で
あ
る
本
間
喜
一
先
生
の
タ
ク

ト
の
下
、
共
鳴
し
て
新
し
い
『
知
』
と
な

り
、
世
の
中
に
響
き
渡
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
い
わ
ば
『
知
の
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
80

周
年
を
機
と
し
て
、
こ
の
姿
が
愛
知
大
学

の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
の
で
す
」
と
広
瀬
裕
樹

学
長
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
80
周
年
に
向
け
、
愛
知
大
学
は
豊

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
整
備
事
業
  （1）

を
推

進
し
て
い
ま
す
。
豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

１
９
０
８
年
に
設
置
さ
れ
た
旧
陸
軍
第
15

師
団
の
跡
地
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
司
令

部
は
今
も
愛
知
大
学
記
念
館
（
国
の
登
録

し
て
習
得
す
る
の
で
す
。
座
学
で
学
ん
だ

知
識
を
実
際
に
使
え
る
よ
う
に
磨
き
上
げ

て
い
ま
す
」
と
広
瀬
学
長
。

　

地
域
政
策
学
部
で
は
「
学
生
地
域
貢
献

事
業
」
を
実
施
。
商
品
開
発
や
中
山
間
地

域
活
性
化
、
多
世
代
交
流
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
代
中
国
学

部
で
は
２
年
次
の
必
修
と
し
て
４
か
月
間
、

中
国
、
ま
た
は
台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
学
ぶ

現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
愛
知
大
学
な
ら
で
は
の
特
色
あ

る
研
究
も
活
発
に
展
開
。
三
遠
南
信
地
域

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
と
地
域

の
境
界
を
「
越
境
」
し
た
地
域
研
究
を
推

進
し
て
お
り
、
地
域
政
策
学
部
・
戸
田
敏

行
教
授
の
軽
ト
ラ
市
の
実
践
と
研
究
は
、

優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
広
瀬
学

長
は
「
能
登
半
島
地
震
で
焼
失
し
た
輪
島

の
朝
市
を
復
活
す
べ
く
軽
ト
ラ
市
を
開
催

す
る
な
ど
、
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
」
と
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
研
究
拠
点
「
ア
シ
タ
シ

ア
」
を
立
ち
上
げ
、
日
本
社
会
の
明
日
を

つ
く
る
試
み
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
は
法
学
部
に
法
科
大
学

院
連
携
コ
ー
ス
を
新
設
。
３
年
で
法
学
部

を
卒
業
し
、
２
年
制
の
愛
知
大
学
法
科
大

学
院
既
習
者
コ
ー
ス
へ
進
学
す
る
も
の
で
、

有
形
文
化
財
）
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
歴
史
と
伝
統
に
向
き
合
い
、

未
来
に
つ
な
ぐ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
。
学
生
が
互
い
に
刺
激
し
合
え
、
多

様
性
を
共
感
で
き
る
心
地
よ
い
キ
ャ
ン
パ

ス
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
９
月
に
は
、「Center Bldg.

」
と

名
付
け
た
新
棟
が
オ
ー
プ
ン
。
中
・
大
教

室
、
蔵
書
数
１
０
０
万
冊
の
図
書
館
、
情

報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、Language 

Center

、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン

ジ
な
ど
を
整
備
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
棟
で
、

他
の
建
物
と
は
渡
り
廊
下
で
接
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

世
界
や
地
域
を
結
ん
だ

体
験
的
学
修
と
研
究
を
展
開

　

愛
知
大
学
は
、
豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
文
、

地
域
政
策
学
部
、
短
期
大
学
部
、
車
道

キ
ャ
ン
パ
ス
に
法
科
大
学
院
、
名
古
屋
駅

に
ほ
ど
近
い
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
社
会

科
学
系
３
学
部
（
法
、
経
済
、
経
営
学

部
）、
国
際
系
２
学
部
（
現
代
中
国
、
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
理
論
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
海
外
に
出
て
調
査
や
体
験
的
学
修

を
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

例
え
ば
、
法
学
部
で
は
「
模
擬
裁
判
」

と
い
う
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。「
本
学
の
模
擬
裁
判
に
は
事

前
の
シ
ナ
リ
オ
は
な
く
、
裁
判
員
に
な
る

方
は
一
般
の
方
か
ら
募
集
し
て
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
座
学
の
知
識
と
し
て
、

疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
ど
う
や
っ
て

そ
れ
を
実
現
す
る
か
を
、
模
擬
裁
判
を
通

（1） 豊橋キャンパスの施設整備事業
　1946年から脈々と引き継がれる豊橋キャンパ
スならではの整備事業を実現するため、「緑あ
ふれる木の温もりのあるキャンパス」「アクティ
ブな学び、交流の場を持つキャンパス」「広域
に立地する建物間をつなぎ、一体感を持つキャ
ンパス」という３つの具体的コンセプトを掲げ、
新 棟 建 設 の ほ か、 既 存 建 物 の 改 修 な ど の リ
ニューアルを行っている。

（2） �「CAREER FIELD」「Learning＋」	
「Ai-CONNEX」

　CAREER FIELDは、新商品の開発提案から自治
体の魅力創出プラン、OB、OGとの交流を通し
たキャリアビジョン育成まで、１、２年次から
社会と関わり、「生きる・働く・学ぶ」を考え
るプログラム。多様なフィールドに学部を問わ
ず参加可能。
　Learning＋は、さまざまな企業や官公庁と連
携し、課題解決に取り組むプログラム。2022年
度にはカゴメと連携し、「新たな野菜摂取プラ
ンの創出」をテーマに、チームによる調査、分
析、企画立案に学生が挑戦している。これまで
にもJALやJTB、アサヒビール、名古屋市などと
協働で課題解決に当たった。
　Ai-CONNEXは、在学中から卒業生や社会人と
つながることを具現化したプラットフォーム。

（3） さくら21プロジェクト
　日本についての知識や意見を持ち、それを発
信できる力を強化する取り組み。全学に体系的
に整備された正課科目（さくら21科目）と正課
外活動の相乗効果を活かし、グローバル人材を
育成する。各学部で開講する専門教育科目や、
共通教養科目の中で、政治・経済・社会・歴史
など幅広い分野から日本に関する基本的知識を
身につけ、日本の伝統文化、現代文化を深く理
解するために役立つ科目をさくら21科目に指定
している。

（4） 同窓会「知を愛する奨学金」
　公益財団法人愛知大学教育研究支援財団によ
り、同窓会・後援会などからの寄付金の一部を
活用し、愛知大学への入学を希望する東海４県

（愛知県、岐阜県、三重県、静岡県）以外の国
内の高等学校（特別支援学校の高等部も含む）
または中等教育学校出身者に入学後の経済支援
を行い、全国からの勉学意欲の高い学生を応援
するもの。年額50万円、４年間の継続で総額
200万円を給付する。

入
学
か
ら
最
短
５
年
で
司
法
試
験
合
格
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
法
科
大
学
院
は
、
手
厚
い
指
導
と

充
実
し
た
学
習
環
境
で
文
部
科
学
省
の
高

い
評
価
を
受
け
、
２
０
２
４
年
度
の
司
法

試
験
合
格
率
は
55
・
６
％
と
全
国
２
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る

人
材
育
む
キ
ャ
リ
ア
支
援

　

愛
知
大
学
に
は
16
万
人
の
卒
業
生
が
多

様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
経
Ｈ

Ｒ
が
２
０
２
５
年
６
月
に
発
表
し
た
「
企

業
人
事
に
聞
い
た
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い

る
大
学
調
査
」
に
お
い
て
、「
大
学
の
人

材
育
成
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
も
定
評
が
あ
り
、

「
愛
知
大
学
・
包
括
的
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）」
を
全
学
で

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「CAREER FIELD

」「Learning

＋
」「Ai- 

CONNEX

  （2）

」
の
３
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

就
職
を
め
ざ
す
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
。
低
年

次
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ア
・
社
会
貢
献
活
動
も
活
発
で
す
。
毎
年

恒
例
の
「
24
時
間
テ
レ
ビ
・
愛
は
地
球
を

救
う
」（
日
本
テ
レ
ビ
）
に
は
愛
知
大
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

海
外
に
目
を
向
け
る
と
タ
イ
の
児
童
養
護

施
設
「
カ
サ
ロ
ン
の
家
」
を
学
生
が
訪
問

す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

一
般
選
抜
で
チ
ャ
ン
ス
拡
大

あ
な
た
の
夢
を
育
て
よ
う

　

愛
知
大
学
は
、
２
０
２
６
年
の
一
般
選

抜
で
、
全
試
験
日
に
全
学
部
・
全
学
科
・

全
コ
ー
ス
へ
の
併
願
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数
日
の
受
験
も
可

能
な
た
め
、
従
来
の
入
試
と
比
べ
合
格
の

チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
知
大
学
は
学
生
の
約
９
割
が

東
海
４
県
出
身
で
す
が
、
全
国
か
ら
多
様

な
人
材
に
来
て
も
ら
お
う
と
、
東
海
４
県

以
外
の
学
生
に
「
同
窓
会
『
知
を
愛
す
る

奨
学
金
』  （4）

」
を
用
意
し
て
奨
学
金
を
給

付
す
る
な
ど
就
学
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

広
瀬
学
長
は
、「
愛
知
大
学
は
、『
夢
よ
、

集
え
。』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
座

学
と
実
践
を
結
び
つ
け
る
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
基
礎
学
力
を

ベ
ー
ス
に
実
践
力
を
養
う
こ
と
で
実
社
会

に
役
立
つ
真
の
力
を
養
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。
ま
さ
に
社
会
に
向
か
っ
て
大
き
く

羽
ば
た
け
る
人
材
育
成
を
し
て
い
る
の
で

す
。
あ
な
た
の
夢
を
生
か
せ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
夢
を
抱

い
て
本
学
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
受
験
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

名古屋キャンパス

愛知大学

愛知大学名古屋校舎　グローバル
コンベンションホールでの学長講演
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